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ご挨拶 

 

 「100 万人」 

 

2023 年 2 月の国連報告書に記されたこの数字は中国政府により強制連

行されているチベット人の子供の数です。強制連行されている子供の年齢

は 4歳以上。100万人という数字を考えると、4 歳以上の子供のほぼ 100 %

が強制連行されていると推定されます。連行先は、中国式の全寮制の学校

です。ここでは、週 1時間チベット語の授業があるのみで、休み時間、放

課後もチベット語の使用は禁止です。全寮制のため自宅に帰ることもでき

ず、母語に触れられる時間は週に 1 時間のみになります。 

 

また、連行先の学校の歴史の授業では、中国共産党の歴史が教えられる

のみで、習近平の崇拝が強要されています。 

 

 中国政府はチベット侵攻当初は僧侶を主な標的にしていましたが、近年、

子供にターゲットを変えてきました。チベット人を同化するには子供を洗

脳する方がはやいということに気付いたようです。 

 

 新型コロナウィルスのパンデミック、ロシアのウクライナ侵攻に世界の

目が注がれている裏で、歴史上類を見ない民族浄化が進行しています。 

 

 

 インドのチベット難民街は新型コロナウィルスのパンデミックから立

ち直り、日常を取り戻しつつあります。パンデミック中外交が難しかった

ことに加え、ロシアのウクライナ侵攻もあり、チベット難民街の経済状況

は悪化しています。子育て費用を払うことが難しく、出産を控える家族も

増えてきており、未来を担う子供の数が減少傾向にあります。 

 

 厳しい状況が続きますが、引き続きご支援いただけますと幸いです。 

 

代表 亀田浩史 
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2022年度のチベットの状況 

 

 チベット本土は、依然として、中国政府によるチベット人への激しい民族弾

圧・宗教弾圧が続いています。 

 

[チベット本土の出来事] 

【焼身抗議】 

 2022年 6月、中国政府に抗議してチベット僧が焼身自殺を遂げました。厳し

い情報統制が敷かれ、この僧侶の氏名すら海外に伝わっていません。 

 この焼身抗議で、2009年以降、チベット本土での焼身抗議者は 161人となり

ました。 

 

【100万人のチベット人の子供の全寮制学校への強制連行】 

 近年チベットで中国政府が建設を進めていた全寮制学校に、4歳以上のチベッ

ト人の子供が強制連行されています。連行されている子供の数は 100万人に達

していると見られます。100万人という数から推定すると、4歳以上の子供のほ

ぼ 100 %が強制連行の対象と見られます。 

教育内容は中国式で、週 1回のチベット語授業を除いて、チベット語を学ぶ

機会はありません。休み時間、放課後もチベットの使用は禁止です。全寮制な

ので、自宅に帰ることもできません。 

2022年 3月の国連人権理事会で、この問題をチベット特使が訴えましたが、

特使の訴えを中国特使が繰り返し妨害しました。 

 

【ゼロコロナ政策という名の弾圧】 

 2022年、中国当局は、ゼロコロナ政策の名の下、チベットで厳しいロックダ

ウンを行いました。感染者は強制隔離され、十分な食料が与えられませんでし

た。これに耐えられなかったチベット人少なくとも 5人が自殺しました。 

 同年 12月、ロックダウンを解除すると、新型コロナウィルスによる死者が急

増しました。中国当局は死者が急増している事実が海外に伝わらないよう、葬

儀の写真撮影を禁じました。新型コロナウィルスによるチベット人の死者は 20

万人前後と推定されます。 



~ 4 ~ 
 

【その他の不当逮捕・投獄】 

[2022年] 

● 5月、中国政府に抗議して焼身自殺を遂げたチベット人ツェワン・ノルブの父

チュギェンが、中国政府から嫌がらせを受け自殺しました。 

● 6月、チベット人作家ツプテン・ロデが国家分裂扇動罪で懲役 4年半の判決を

受けました。 

● 6月、海外のチベット難民と連絡を取ったチベット人大学生が懲役 3年の判決

を受けました。 

● 7月、ダライ・ラマ法王の写真を所持していたチベット人ヨウドンが逮捕され

ました。 

● 7月、チベット仏教の指導者を讃える SNS グループをつくったチベット人ロ

ツェが逮捕されました。 

● 8月、ダライ・ラマ法王の写真を所持していたチベット人カルマ・サムドゥプ

が逮捕されました。 

● 9月、新型コロナウィルスに対する中国当局の問題ある対応をシェアしたチベ

ット人 7人が中国当局に逮捕されました。 

● 9月、老人ホームへ食料を届けたチベット人が、中国政府への侮辱罪で中国当

局に逮捕され殴り殺されました。 

● 9月、チベット人 6人が国家分裂扇動罪で中国当局から懲役 4～14年の判決を

受けました。 

● 10月、中国当局が逮捕したチベット人を拷問で殺害しました。遺族が「拷問

死ではない」と認めない限り遺体は返還しない方針です。 

● チベット人焼身抗議者の写真を撮り外部に共有したチベット僧が中国当局か

ら数か月間拷問を受けました。 

● 10月、ダライ・ラマ法王に関する歌を歌ったチベット人 5人が中国当局に拘

束されました。 

● 11月、ダライ・ラマ法王の写真を所持していたチベット僧 2人が中国当局か

ら懲役 3年の判決を受けました。 

● ダライ・ラマ法王に祈りの品を贈ったチベット僧 2人が中国当局から懲役刑

を受けました。 

● 11月、海外に情報を送信したチベット人が中国当局から 5か月拷問された後

懲役 2年の判決を受けました。 

● 12月、中国政府によるロックダウンに抗議したチベット人女性 4人が逮捕さ

れました。 



~ 5 ~ 
 

● 動物の殺生を控えるよう求めたチベット僧が中国当局から懲役 3年の判決を

受けました。 

● ダライ・ラマ法王に関するディスカッションを行ったチベット人作家が中国

当局に逮捕されました。 

● チベット難民と連絡をとったチベット人が中国当局に拘束されました。 

 

[2023年] 

● 1月、中国当局から拷問を受けたチベット僧ペンデ・ギャルツェンが死亡しま

した。 

● 2月、チベットの新年のイベントで中国国旗の代わりに仏画を掲げたチベット

人が中国当局に拘束されました。 

● 3月、チベット難民と連絡を取ったチベット人女性が中国当局に逮捕されまし

た。 

● チベット人作家ザンカル・ジャミアンが国家分裂扇動罪で懲役 4年の判決を

受けました。 

● 3月、中国当局から無期懲役刑を受けて投獄されているドルジェ・タシの釈放

を訴えた姉ゴンポ・キが拘束され、一晩中殴られました。 
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 [亡命先の難民街の出来事] 

【安倍元総理が凶弾に倒れる】 

 日本ではほとんど報道がありませんでしたが、安倍晋三元総理は、最もチベ

ット問題に向き合った日本の総理だと思います。 

 まず、ロブサン・センゲチベット亡命政権前首相の来日にご尽力いただきま

した。ロブサン・センゲ首相の入国を拒否するよう中国政府側から強い圧力が

ありましたが、安倍氏のご尽力により来日が実現しました。 

 続いて、ダライ・ラマ法王とロブサン・センゲ首相の国会招致。このときも

中国政府から国会招致をやめるよう強い圧力がかかりましたが、安倍氏は圧力

に屈することなく国会招致を実現しました。 

 さらに、チベット議員連盟の発足。安倍氏の肝煎りでつくられたチベット議

員連盟は、今や世界最大のチベット議員連盟へと成長を遂げました。安倍氏は

首相退任後、議員連盟の顧問をつとめられました。 

 上記の安倍氏の功績をほとんどのチベット人が知っています。チベット難民

に最もよく知られている日本の首相は、今も変わらず安倍氏です。安倍氏のご

冥福をお祈りします。 

 

【チベット亡命政権ペンパ・ツェリン首相初来日】 

 

 2022年 9月、チベット亡命政権ペンパ・ツェリン首相が初来日されました。

なお、日本政府は、ペンパ・ツェリン首相が安倍晋三元総理の国葬に参加する

のを拒否しました。 



~ 7 ~ 
 

2022年度のビルマの状況 

 

 2021年 2月 1日の軍によるクーデター後、今なお、軍が政権を維持していま

す。 

【軍に抗議する人々の逮捕・投獄・殺害】 

[2022年] 

● 4月、国軍がサガインの数百の民家に火を放ち、市民 7人を殺害しました。 

● 6月、国軍がミンムで市民 9人を射殺し、2人を焼き殺しました。 

● 6月、国軍がサガインの数百の民家に火を放ち、市民 3人を殺害しました。 

● 6月、国軍がミンダットの農場を襲撃し、市民 3人を殺害しました。 

● 6月、国軍がサガインで市民 4人を殺害しました。 

● 6月、国軍が、国軍を非難したタウンウィン夫婦を銃殺しました。 

● 6月、国軍がシュエボで市民 9人を殺害しました。 

● 7月、国軍がミンダットで砲撃を行い、14歳の少年を殺害しました。 

● 7月、民主活動家コージミー、ラミョー、アウントゥラゾー、元議員ピョーゼ

ヤが処刑されました。 

● 7月、国軍がサガインで市民 6人超を殺害しました。 

● 8月、国軍がパレトワで子供が乗るボートを襲撃し、子供 2人を殺害しました。 

● 8月、国軍がサガインで 500の民家に火を放ち、市民 4人を殺害しました。 

● 8月、アウンサンスーチーが懲役 6年の刑を追加で科され、刑期は合計 17年

となりました。 

● 8月、国軍がサガインで市民 7人を銃殺しました。 

● 8月、国軍がラカイン州で砲撃を行い、市民 3人を殺害しました。 

● 8月、教師タエスーナインがテロ罪で懲役 7年の判決を受けました。 

● 8月、国軍がサガインで 500の民家に火を放ち、12人超を殺害しました。 

● 9月、アウンサンスーチーが懲役 3年の刑を追加で科され、刑期は合計 20年

となりました。 

● 9月、国軍がロヒンギャ人 31人を逮捕しました。 

● 9月、国軍が子供 26人を含むロヒンギャ人 42人を逮捕しました。 

● 9月、国軍がマグウェイの村を襲撃し、民間人 2人を射殺しました。 

● 9月、国軍の攻撃で、12歳の子供を含む 3人の市民が死亡し、5人が負傷しま

した。 

● 9月、国軍が 800の民家を破壊し、市民 9人を殺害しました。 
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● 9月、BBCの元ジャーナリストが当局から懲役 3年の判決を受け、刑期は合計

9年になりました。 

● 10月、アウンサンスーチーの政党のメンバーを含む 11人が殺害されました。

国軍による殺害と見られます。 

● 10月、ジャーナリストシツアウンミントが「政府の従業員を扇動した」罪で

懲役 3年の判決を受けました。 

● 10月、アウンサンスーチーが当局からさらに懲役 3年の判決を受け、刑期は

合計 26年になりました。 

● 10月、国軍がサガインの村を襲撃し、500の家屋を焼き払い、4人を殺害しま

した。 

● 10月、国軍の空爆で 50人超が死亡しました。 

● 10月、当局が反体制派 10人を逮捕しました。 

●当局がニュース局 The Irrawaddyに数か月間嫌がらせした後、10月、強制閉

鎖しました。 

● 11月、ビルマ（ミャンマー）国軍が市民 4人を殺害しました。 

● 11月、国軍がサガインで迫撃砲で攻撃を行い、女性 1人が死亡し、夫と 1歳

の娘が負傷しました。 

● 11月、国軍がサガインで市民 8人を含む 14人を殺害しました。 

● 11月、国軍が鉱山を空爆し、民間人 3人が死亡しました。 

● 11月、国軍が 400の家屋を焼き払い、女性 1人が焼死しました。 

● 11月、「不安定さを生む扇動」を行ったとして女性ジャーナリストツザルに懲

役 2年の判決が出されました。 

● 11月、アウンサンスーチーの政党の元議員がテロ罪を着せられ懲役 26年の判

決を受けました。 

● 11月、アウンサンスーチーの政党の元議員が国軍への反逆罪で懲役 20年の判

決を受けました。 

● 12月、サガインで戦闘から避難していた 13～20歳の 25人が国軍に拘束され

ました。 

● 12月、アウンサンスーチーの政党のメンバー4人を含む市民 6人が国軍に殺

害されました。 

● 12月、国軍がティギャインの 20の村を焼き払い、1人を殺害しました。 

● 12月、ジャーナリストシツアウンミントが懲役 7年の判決を受け、刑期は合

計 12年になりました。 

● 12月、国軍に抗議した活動家スーサシンタントが懲役 22年の判決を受け、刑

期は合計 25年になりました。 
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● 12月、国軍に抗議した詩人ルパンカルがさらに懲役 2年の判決を受け、刑期

は 28年になりました。 

● 12月、国軍がロヒンギャ人 112人を逮捕しました。 

● 12月、サガインで国軍が戦闘から逃れようとしていた 9歳児を射殺しました。 

● 12月、国軍に抗議した 9人の若者が懲役刑の判決を受けました。 

● 12月、アウンサンスーチーの政党の指導者を弁護した弁護士が当局から懲役

15年の判決を受けました。 

 

[2023年] 

● 1月、サガインでの国軍の空爆で民間人 1人死亡、30人超が負傷しました。 

● 1月、アウンサンスーチーの政党の元議員と妻と 17, 13, 3歳の子供が国軍に

逮捕されました。 

● 1月、国軍がサガインで 150の民家を焼き払いました。 

● 1月、カイン州での国軍の空爆で 3歳児を含む 5人が死亡しました。 

● 1月、国軍が 14, 20, 25歳の民間人を殴り殺しました。 

● 2月、キリスト教の指導者カラムが反テロ罪で有罪判決を受けました。 

● 3月、国軍がチン州で空爆を行い、10人超が死亡しました。 
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2022年度の活動 

 国内の活動 現地の活動 

4月 新刊『心の智慧』リリース 

・英語教育（オンライン中心） 

・困窮している家庭への経済支援 

・環境保護活動 

 

5月 

ロビー活動 

国際人養成事業 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 
月刊正論記事掲載「世界中の独裁者への

弔鐘が鳴り始めた」 

3月 
国際協力セミナー（大阪） 

『チベット難民の今』 
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国内の活動 

 国内では難民問題の啓発活動に重点を置いて活動を継続しています。 

 

【新刊『心の智慧 ダライ・ラマ法王 14世金言集』リリース】 

 代表亀田浩史が翻訳協力した新刊「心の智慧 ダライ・ラマ法王 14世金言集」

がリリースされました。 

 

【その他の出版物】 

ダライ・ラマ法王事務所アリヤ・ツェワン・ギャルポ代表著、代表亀田浩史

訳の記事「世界中の独裁者への弔鐘が鳴り始めた」が月刊正論に掲載されまし

た。 

 

 

【講演会】 

 2022年度もチベット難民関連のセミナーを行いました。 

 

 

【ブログでの啓発活動】 

 現地で起きている出来事の中で、日本のメディアが中国政府に配慮して取り

上げない情報を中心に、ブログで情報拡散を続けています。中国当局によるチ  

ベット本土の通信規制が強まり現地の情報が取りにくい中、貴重な情報源にな

っていると自負しております。 
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現地の活動 

 

 2022年度は、インドのチベット難民街は、引き続き新型コロナウィルスの大

きな影響を受けました。 

 

【チベット難民の学校での英語・コンピュータ教育】 

亡命直後で言葉が通じず困窮している難民向けの英語・

コンピュータ教育を継続しています。新型コロナウィルス

の影響で、昨年度に続きほとんどがオンラインでの教育活

動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年度の終盤から徐々に対面教育を再開しました。 

 

2023年度は再び完全対面に移行する予定です。 
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【高等教育を志向する難民への返済不要の給付型の奨学金支給】 

 高等教育を志向する難民への返済不要の給付型奨学金支給を継続しています。

2022年度の受賞者は、安全上の観点から情報は公開できません。 

 

 

【著しく困窮している家庭への経済支援】 

 新型コロナのパンデミック中に行っていた食糧支援を現金支援に切り替えま

した。 

 

 

 

【環境保護】 

 主に観光客が投棄するゴミの収集による環境保護活動を継続しています。 
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2022年度会計 

  単位 [円] 

前年度繰越 ▲ 2,193,055 

    

収入   

事業収入 1,064,759 

会費収入 75,000 

助成金 0 

寄付（一般寄付） 23,065 

寄付（現地支援寄付） 9,235 

計 1,172,059 

    

支出   

啓発事業費 171,069 

海外事業費 91,288 

国際人養成事業費 8,546 

現地への寄付 398,888 

旅費・交通費 69,050 

管理費 580,584 

広告費 65,915 

印刷費 2,100 

送料 30,256 

計 1,417,696 

    

今年度収支 ▲245,637  

    

次年度繰越 ▲ 2,438,692 
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【付録 1：チベット難民からのサンクスレター】 

[チベット難民の学校から] 
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【付録 2：チベット難民の生徒たちは今】 

1. バルドナード（仮名） 

 

子供の頃に１人でチベットから亡命してきた彼。英語の発音が最初はかなり

苦手でしたが、毎日一生懸命勉強していました。現在は、外国人も多く訪れる

チベットレストランで働いています。 

 

 

 

 

 

 

 

2. ビーディー（仮名） 

 

子供の頃に 1人でチベットから亡命してきた彼。すでに第三国に亡命してい

る親族がいたことから、その国への亡命をずっと目指していました。難民認定

の審査が厳しく、審査が通るに数年かかりましたが、無事その国への亡命を果

たしました。現在はその国で結婚し、最近、子供が生まれたようです。 

 

 

 

 

 

 

※上記の 2人はチベット本土に親族がおり、亡命していることが中国政府にば

れると親族が迫害を受ける可能性があるため、写真は載せられません。 


